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本
会
で
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
、
令
和
元

年
９
月
集
中
豪
雨
に
よ
り
新
見
市
が
２
年
続
け

て
被
災
し
た
際
に
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
特
に
令
和
元
年
に
は
２
２
０

０
人
を
超
え
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

の
も
と
被
災
者
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
令

和
元
年
の
災
害
時
は
、
被
害
が
新
見
市
に
限
定

さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
市
外
・
県
外
か
ら
も

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た

が
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
の
よ
う
に
被
害

が
広
域
で
あ
っ
た
場
合
や
感
染
症
が
流
行
し
た

場
合
な
ど
は
、
市
内
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
確
保

が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
本
会
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
や
、
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
３
月
11
日
に
、
新
た
に
新

見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
新
見
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
の
２
団
体
と
「
災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

定
」
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

協
定
は
災
害
時
の
支
援
活
動
の
協
力
体
制
に
つ

い
て
定
め
た
も
の
で
、
本
会
が
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
に
い
ち
早
く
支
援
を
得
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
会
で
は
引
き
続
き
、
災
害
時
に
備
え
て
、

関
係
機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
定
締
結
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社協だより社協だより
ピオーラちゃん

社
協
は
、
地
域
福
祉

（
助
け
合
い
の
地
域
づ
く
り
）
に

　
　
取
り
組
む
団
体
で
す
！



　本会では、令和６年度から11年度までの６年間を計画期間として「第４次新見市地域福祉活動計画」
を策定しました。この計画は、地域の皆さまをはじめ行政や関係機関、企業、福祉団体などととも
に取り組む活動をまとめたもので、地域での居場所づくりや支え合い活動の推進、生活困窮者や
権利擁護などについての相談支援の充実、地区社会福祉協議会などの基盤強化に努め、誰もが
住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる地域共生社会の実現を目指すものです。

ー 地域共生社会の実現に向けて ー

に こにこ　い きいき　み んなでつくろう　やさしいまち基本
理念

基本目標２ ともに支えあおう ～一人ひとりがつながり支えあうまち～

□日頃からのあいさつ・声かけ・見守り
　 　隣近所の人を気にかけ、あいさつや声かけ、
　 見守りをしましょう。

□地域の交流活動に参加する
　 　家族や友人、近所の人などを誘って地域の行事や交流活動に参加しましょう。

□地域での交流の機会をつくる
　 　地域の人と協力し合い、多世代で交流できる居場所をつくりましょう。

ふれあいサロンの様子（哲多町本郷：ひまわり会）

市民の皆さまに取り組んでいただきたいこと

活動目標
１　地域での居場所づくり・交流の場づくりの推進
２　気にしあい支えあう活動の推進
３　支えあいの組織づくりの推進

第１次総合経営計画を策定しました
　本会の組織体制や人材・財源確保、役職員のビジョ
ンの共有などを目的として、「第１次総合経営計画」
を策定しました。
　この計画の策定にあたり、職員全員参加のもと、
本会の課題や必要な取組などについて意見を出し
合ったほか、職員からの募集で次の経営理念（組織
や職員が大切にする想い）を作成しました。

　本会役職員はこの経営理念を掲げて、引き続き地域福祉の
推進や良質な介護サービスの提供に努めてまいります。

職員ワークショップの様子

人と地域の明日のために　オール社協で支える　笑顔の暮らし
～みんなの人生に彩（いろどり）を～

総合経営計画は、地域福祉活動などを推進するために必要な社協の財政や
職員の育成など、社協の組織を強化するための計画です。

基本目標１ 福祉の心を育てよう ～一人ひとりの福祉の心が育つまち～

□福祉情報を入手し活用する
　 　社協だよりや市の広報紙、SNSなどから関心のある
　　 情報を入手し、活用してみましょう。

□興味・関心のある活動に参加する
　 　関心のある活動や講座などに誘い合わせて参加してみましょう。

□得た情報を伝える
　 　講座や研修会等で学んだことや経験したことを、周りの人に伝えてみましょう。

にいみ福祉大会　地域福祉活動者の発表

市民の皆さまに取り組んでいただきたいこと

活動目標
１　福祉意識の啓発
２　福祉教育の推進
３　ボランティア・地域福祉活動の推進

基本目標３ ふだんの暮らしを支えよう ～一人ひとりが安心して暮らせるまち～

□悩んだときは誰かに相談する
　 　困ったり悩んだときには、民生委員や福祉委員など
　 話がしやすい身近な人に相談しましょう。また、解決
　 できない問題は専門機関に相談しましょう。

□身近な福祉課題に関心を持つ
　 　認知症や生活困窮、権利擁護等、身近な福祉課題に関心を持ち自分の知識を広げましょう。また、
　得た知識を活用したり、身近な人に伝えましょう。

□隣近所で助けあう
　 　困っている人を見かけたら声をかけ、できることがあれば助け合ったり、相談窓口などを伝え、
　 専門機関に相談しましょう。

ぴおーらキッチンのフリースペースの様子

市民の皆さまに取り組んでいただきたいこと

活動目標
１　相談体制の充実
２　権利擁護の推進
３　日常生活の支援

地域福祉活動計画は市民の皆さんと一緒に取り組むための理念や活動を示したものです。

第4次新見市地域福祉活動計画を策定しました
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　本会では、令和６年度から11年度までの６年間を計画期間として「第４次新見市地域福祉活動計画」
を策定しました。この計画は、地域の皆さまをはじめ行政や関係機関、企業、福祉団体などととも
に取り組む活動をまとめたもので、地域での居場所づくりや支え合い活動の推進、生活困窮者や
権利擁護などについての相談支援の充実、地区社会福祉協議会などの基盤強化に努め、誰もが
住み慣れた地域で安心して暮らすことのできる地域共生社会の実現を目指すものです。

ー 地域共生社会の実現に向けて ー

に こにこ　い きいき　み んなでつくろう　やさしいまち基本
理念

基本目標２ ともに支えあおう ～一人ひとりがつながり支えあうまち～

□日頃からのあいさつ・声かけ・見守り
　 　隣近所の人を気にかけ、あいさつや声かけ、
　 見守りをしましょう。

□地域の交流活動に参加する
　 　家族や友人、近所の人などを誘って地域の行事や交流活動に参加しましょう。

□地域での交流の機会をつくる
　 　地域の人と協力し合い、多世代で交流できる居場所をつくりましょう。

ふれあいサロンの様子（哲多町本郷：ひまわり会）

市民の皆さまに取り組んでいただきたいこと

活動目標
１　地域での居場所づくり・交流の場づくりの推進
２　気にしあい支えあう活動の推進
３　支えあいの組織づくりの推進

第１次総合経営計画を策定しました
　本会の組織体制や人材・財源確保、役職員のビジョ
ンの共有などを目的として、「第１次総合経営計画」
を策定しました。
　この計画の策定にあたり、職員全員参加のもと、
本会の課題や必要な取組などについて意見を出し
合ったほか、職員からの募集で次の経営理念（組織
や職員が大切にする想い）を作成しました。

　本会役職員はこの経営理念を掲げて、引き続き地域福祉の
推進や良質な介護サービスの提供に努めてまいります。

職員ワークショップの様子

人と地域の明日のために　オール社協で支える　笑顔の暮らし
～みんなの人生に彩（いろどり）を～

総合経営計画は、地域福祉活動などを推進するために必要な社協の財政や
職員の育成など、社協の組織を強化するための計画です。

基本目標１ 福祉の心を育てよう ～一人ひとりの福祉の心が育つまち～

□福祉情報を入手し活用する
　 　社協だよりや市の広報紙、SNSなどから関心のある
　　 情報を入手し、活用してみましょう。

□興味・関心のある活動に参加する
　 　関心のある活動や講座などに誘い合わせて参加してみましょう。

□得た情報を伝える
　 　講座や研修会等で学んだことや経験したことを、周りの人に伝えてみましょう。

にいみ福祉大会　地域福祉活動者の発表

市民の皆さまに取り組んでいただきたいこと

活動目標
１　福祉意識の啓発
２　福祉教育の推進
３　ボランティア・地域福祉活動の推進

基本目標３ ふだんの暮らしを支えよう ～一人ひとりが安心して暮らせるまち～

□悩んだときは誰かに相談する
　 　困ったり悩んだときには、民生委員や福祉委員など
　 話がしやすい身近な人に相談しましょう。また、解決
　 できない問題は専門機関に相談しましょう。

□身近な福祉課題に関心を持つ
　 　認知症や生活困窮、権利擁護等、身近な福祉課題に関心を持ち自分の知識を広げましょう。また、
　得た知識を活用したり、身近な人に伝えましょう。

□隣近所で助けあう
　 　困っている人を見かけたら声をかけ、できることがあれば助け合ったり、相談窓口などを伝え、
　 専門機関に相談しましょう。

ぴおーらキッチンのフリースペースの様子

市民の皆さまに取り組んでいただきたいこと

活動目標
１　相談体制の充実
２　権利擁護の推進
３　日常生活の支援

地域福祉活動計画は市民の皆さんと一緒に取り組むための理念や活動を示したものです。

第4次新見市地域福祉活動計画を策定しました
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・
福
祉
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催

・
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情
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社
協
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よ
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・
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・
ま
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ぷ
れ
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イ
ン
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ラ
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・
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会
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進

・
赤
い
羽
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募
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歳
末
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す
け
あ

　
い
募
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他
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■
地
域
福
祉
推
進
事
業

■
介
護
保
険
・
生
活
支
援
事
業

福
祉
の
心
を
育
て
よ
う 

と
も
に
支
え
あ
お
う 

ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
を
支
え
よ
う

令和６年度　事業計画令和６年度　事業計画
にこにこ　いきいき　みんなでつくろうやさしいまち

～地域共生社会の実現に向けて～

１．福祉の心を育てよう　２．ともに支えあおう
３．ふだんの暮らしを支えよう

　本会では、すべての市民が、地域の一員としてのつながりを持ち、住み慣れた地域でともに
支え合うことによって、安心して暮らせる地域共生社会の実現を目指し、令和６年３月にこれ
までの基本理念を継承した第４次新見市地域福祉活動計画を策定しました。
　また、併せて、この地域福祉活動計画を推進する上での基盤となる財政、組織体制、人材
確保や職員像などを定めた第１次総合経営計画を策定しました。この中で、新たに設けた
「人と地域の明日のために オール社協で支える笑顔の暮らし～みんなの人生に彩りを～」と
いう経営理念や、経営方針・職員行動指針に従い、職員一丸となって地域福祉の推進に取り
組んでまいります。
　令和６年度は、第４次新見市地域福祉活動計画の初年度にあたり、基本理念の達成に向け
て定めた３つの基本目標に基づいて各種事業の推進を図ってまいります。

基本理念

基本目標

基本方針

にいみ社協だより　第116号 4



●支出総額　352,764千円

令和６年度資金収支予算令和６年度資金収支予算

「小地域ケア会議（足見地区）」
地域住民と専門職が一緒になって、

自分の地域の福祉課題の解決に向けて協議する場

「ピオーラカフェ」
認知症の理解促進を目的として行っている、

どなたでも参加できる集いの場

・会費収入…………………… 8,481千円

・補助金収入………………  93,977千円

・受託金収入………………  65,786 千円

・介護保険事業収入… ……158,027千円

・利息収入・雑収入…………   938千円

・福祉委員の設置・活動推進、地区社協の
  活動充実・組織強化、福祉連絡会・小地域
　ケア会議の開催など住民主体の福祉活動の
　支援や推進
・災害ボランティア・傾聴ボランティアの養
  成や、福祉意識醸成のための出前福祉教室
  の実施など
・友愛訪問・歳末たすけあい訪問、にいみ
  あんしんカードの作成など、高齢者などが
  安心して暮らしていくための支援

・居宅介護支援、訪問介護、通所介護、
  訪問入浴介護
・障害者居宅介護、生活介護、移動支援
・介護者のつどい事業など

・寄附金収入………………… 3,900 千円

・共同募金配分金収入……… 9,058 千円

・事業収入…………………… 8,813 千円

・障害福祉サービス等事業収入…1,834 千円

（支出の内訳）

　新見市などからの委託を受け、次の事業
  を行います。
・生活支援コーディネーターの配置、地域に
  おける支え合い活動の推進
・ふれあいいきいきサロンの推進
・自立相談支援事業、家計改善支援事業
・法人後見・権利擁護推進事業
・日常生活自立支援事業（判断能力が不十
　分な方の金銭管理等の支援）
・ピオーラカフェ（認知症カフェ）

・社協の運営経費、福祉団体への助成など
・新見市地域福祉センターの運営
  管理など

●収入総額　350,814千円 （収入の内訳）

収支差額の▲1,950千円には、前年度繰越金を充当します。収支差額の▲1,950千円には、前年度繰越金を充当します。

地域福祉活動推進事業　9,763 千円

介護保険事業等　164,378 千円

受託事業　75,705 千円

法人運営事業　102,918 千円
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　福祉委員は、自分たちの住んでいる地域の方の困りごと等に早く気づき、民生委員・主任
児童委員や本会などにつなぐ“地域のアンテナ役”です。
　福祉委員の皆さまにも、ぜひこの活動にご理解をいただき、お住まいの地域での見守り
活動に協力をいただきますよう、よろしくお願いします。

　本会では、「にいみあんしんカード」を推進しています。
　これは、高齢者、持病や障がいのある人等が自宅で倒れ
た時などの緊急時に、見つけた人が親族や関係者への連絡
を円滑に行うためのものです。
　地域で気になる人がいる場合や、自身のために備えたい
という人は地区の民生委員または本会まで連絡ください。

地区の民生委員や
社協などが
状況確認

地域での見守りや
福祉サービスの
利用などにつながる

地域を見守るアンテナ役　福祉委員地域を見守るアンテナ役　福祉委員

にいみあんしんカード

　地区の集まりに来なかった高齢者のことが気に
なって家に行ってみたところ、庭先で倒れているのを
発見。冷蔵庫に貼ってあるあんしんカードに記入の
あった親族にスムーズに連絡をとることができた。

地区社協や社協が実施する地域福祉活動や
ふれあい交流活動、福祉連絡会等の各種
会議、研修会などに参加・協力することで
地域とのつながりをもつ

福祉に関する情報提供や福祉意識に関する
啓発を行う

実際の活用例

主な役割

ポ
イ
ン
ト 雨戸やカーテンの

開け閉めがされているか

地区の民生委員や
社協などに連絡

つながる

ひろめる

新聞や郵便物が
溜まっていないか

電気がついているか
消されているか

見守る・気にかける

気づいたときには知らせる

冷蔵庫に
貼ってください！
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こんなことに困っていませんか？

・うまくお金の管理ができない

・家計のやりくりに困っている

・公共料金や家賃が払えない

・失業中で生活が苦しい

・ひきこもりの家族のことが心配

・頼れる人が誰もいない

・食べるものがない

各センターでは、相談者の困りごとや不安に思っていることなどを聞き、
専門職や関係機関と連携して必要な支援を行います。

・自分でお金の管理ができない

・預貯金の解約ができない

・施設入所などの契約ができない

・消費者被害によく巻き込まれる

・障がいがある子どもの将来が不安

・親の老後が心配

新見市社会福祉協議会

新見市社会福祉協議会（新見市金谷 640-1　新見市地域福祉センター内）　　　　　

●新見市生活相談支援センター　電話 0867-88-6588
●新見市成年後見相談センター　電話 0867-72-7306
　　　　　 月曜日～金曜日　9:00～17:00
　　　　　　 （土・日・祝日、年末年始を除く）

♦家計改善支援：家計の立て直しなどの支援

♦就労支援：仕事さがしのお手伝い

♦緊急支援：食料などの一時支援

新見市生活相談支援センター
生活
困窮

お
気
軽
に

　ご
相
談
く
だ
さ
い

♦成年後見制度に関する相談

・制度の概要、申立の方法

・申立書作成についての
  助言など

新見市成年後見相談センター
権利
擁護

受付時間

あらゆる相談に応じます

ご相談はこちらへ 相談無料
秘密厳守

　本市では、人口減少や高齢者世帯の増加に加え、家族や地域住民同士のつながりの
希薄化などにより、社会的孤立や経済的困窮などの公的な制度では補うことができない
福祉課題が改めて浮き彫りになっています。
　本会では「新見市生活相談支援センター」と「新見市成年後見相談センター」を中心に、
あらゆる相談に応じ、断らない、そして相談者に寄り添ったきめ細やかな相談支援を行っ
ています。　
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ご寄付ありがとうございました。ご寄付ありがとうございました。
　２月１日から３月 31 日までに、本会本所・各支所に寄せられた　２月１日から３月 31 日までに、本会本所・各支所に寄せられた
ご寄付について報告します。（敬称略・順不同）ご寄付について報告します。（敬称略・順不同）
　寄せられた寄付金は各種団体助成、友愛訪問事業、ふれあいサロンなどの　寄せられた寄付金は各種団体助成、友愛訪問事業、ふれあいサロンなどの
福祉活動に有意義に活用させていただいています。福祉活動に有意義に活用させていただいています。
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10
人
　
93
点

令和6年
2月〜3月

５月５日

各種相談窓口を開設します

※法律相談予約先　☎72-7306　地域福祉推進課

5月15日（水）
6月19日（水）

10：00～15：00
10：00～15：00

場所：新見市地域福祉センター
法律相談（ 要予約 ）

５月15日（水）
６月19日（水）

9：00～12：00
9：00～12：00

心配ごと相談
場所：新見市南庁舎

ピオーラカフェ開催のお知らせ

期　日：5月22日（水）
　　　　13:30 ～15:30
場　所：新見市地域福祉センター
内　容：・～がんばる自分や大切な人へ～
ほっこり優しくなれる♥こころの栄養補給のお話
    講師：医療法人梁風会さきがけホスピタル
                精神保健福祉士　河合　宏　氏
　　　　・大学生企画コーナー　など
参加費：２００円（申し込み不要）
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